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※青少年の実態と保護者のギャップの数値は、いずれかの機器（１５機器）でインターネットを利用していると回答した青少年及び青少年がいずれ
かの機器（１５機器）を利用して、インターネットを利用していると回答した保護者をベースに集計

保護者の責務

家庭のルールに関する青少年の実態と保護者の認識とのギャップ

「平成26年度青少年のインターネット利用環境実態調査」（内閣府） より作成
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※保護者の啓発経験の有無の数値は、青少年がいずれかの機器（１５機器）を利用して、インターネットを利用していると回答した保護者をベースに集計

○児童生徒の実態と保護者の認識にギャップがあり、保護者の回答が青少年の回答を約１７％上
回っている

○ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する啓発･学習経験のある保護者のほうが、家庭のﾙｰﾙを決めている割合が高い

家庭のルールに関する保護者の啓発経験の有無

【平成27年8月現在】


